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１．研究計画の概要 

 中国の尐数民族が 90 年代以降国境を越え
て近隣諸国に移動し、そのエスニシティとネ
ットワーキングが注目されている。特に、回
族と朝鮮族はグローバリゼーションの中で
そのエスニック・アイデンティティを強化す
る一方で、国家が推奨する中華民族アイデン
ティティをも保持している。本研究は彼らの
複合したアイデンティティのありかたをさ
ぐるために、近現代における回族と朝鮮族の
「民族教育」史および思想に着目し、両者を
比較検討し、その相違点と共通点を明らかに
する。それによって北東アジアにおけるエス
ニック・マイノリティの「民族」形成のメカ
ニズムを解明するとともに 21 世紀の動向を
探ろうとするものである。 

 

２．研究の進捗状況 

 

朝鮮族と回族の近代におけるエスニシテ
ィ形成に関しては、民国期のムスリム雑誌の
内容の分析、中華民国政府の民族政策に関す
る公文書の再検討や、韓国亡命政府文書、延
辺档案館、台湾国史館所蔵公文書の発掘によ
り進捗している。また、日本国内と中国で、
かつて「日本人」としての教育を受けた複数
の朝鮮族老人（80 歳前後の男女）との面談を
行うことができた。学歴、親の職業、ジェン
ダー、国共内戦時に居住していた場所、日本
敗戦時の年齢によって、建国前後に朝鮮族と
しての意識化が異なっていたことが分かっ
た。朝鮮族（男性）は「満洲国」時代は識字
率が高かったので、人民共和国成立後もその
識字能力を買われ、比較的高い社会的地位を
保ったことも明らかとなった。現在、朝鮮族

は中国公民としての地位を保持しているが、
日本敗戦と国共内戦の混乱の中で、朝鮮半島
に戻ったもの「以外」の朝鮮人が自ら望んで
中国公民としての地位を確保したケースが
多かったことが確認された。逆に、回族に関
しては、大陸に残留したものは圧倒的に漢語
非識字者が多く、共産党主導で公教育と行政
管理の中で「回族」アイデンティティを獲得
するように仕向けられたことが明らかとな
った。 

 また、両エスニシティの民族教育史と現在
置かれている状況に関しては、史料の再分析
とともに実態調査を行っている。具体的には、
中国東北、西北、西南の複数の朝鮮族の民族
学校、回族のイスラーム学校、沿海部都市に
おける両エスニシティ出稼ぎ者、大学生等を
訪問し、関係者との面談、アンケート調査を
行った。その結果、民族/宗教教育を受けたも
のほど民族アイデンティティが強く、なおか
つ高い流動性を示し、比較的豊かな経済生活
を送っていることが明らかになった。また、
海外（朝鮮族：韓国、回族：中東、マレーシ
ア）での経験や、社会的「差別」の存在も、
彼らのエスニック・アイデンティティ確認の
遠因となっていることが明らかになった。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

研究代表者、研究分担者と研究協力者が精力
的に海外で資料/フィールド調査を行ってい
る。ただ、一部の調査に関しては、中国の国
内事情により円滑な遂行が困難なケースが
あった。 
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４．今後の研究の推進方策 
 
2011 年度夏に、再度研究代表者と研究分担

者、研究協力者が延辺と福建でフィールド調
査を行うとともに、台湾の国史館等で史料調
査を行い、最終年度のまとめに向けて遺漏な
きようにする。その総決算として、2011 年
12 月 11 日に早稲田大学で国際シンポジウム
を開催し、今までの研究成果を世に問うとと
もに、延辺大学の朴泰洙教授、雲南大学の姚
継徳教授をパネリストとして招待し、特に近
現代における両エスニシティの移動とアイ
デンティティについて、発表をお願いし、日
本在住の学者と意見交換をする。さらには、
研究成果をまとめたものを商業出版する予
定で、原稿を取りまとめる。 

 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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たち」『第 6 回 CIAS 談話会「移動が生
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視点から』2011 年 1 月 21 日、京都大
学. 

② 花井みわ「戦後直後延辺社会の再編過
程と延辺朝鮮族エリートの対応」『日本
現代中国学会』2010 年 10 月 18 日、中
央大学. 
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の現状と課題」2010 年 8 月 27 日、東
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大会、2009 年 11 月 8 日、神戸市国際
会議場. 
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2009 年 5 月 23 日、早稲田大学国際会
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